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〈有料広告〉 財源確保のため広告を掲載しています。 

家庭ごみの収集日

カン 1/16・30 ㈫

ビン 1/9・23 ㈫

その他紙製容器包装 毎週火曜日

プラスチック製容器包装
（ペットボトルを含む）

毎週木曜日
※ 1/4 ㈭をのぞく

うめたてごみ 1/18 ㈭

金属類・小型家電 1/11・25㈭
廃食用油

※機械油は対象外
1/11㈭

市政へのご意見を
ファクス・電子メールでも受け付けています。

メールアドレス hisyo@city.sakura.lg.jp
FAX 484-5151

休日当番医テレホンサービス
☎ 484-2516

日曜・祝日・年末年始（12/29 ～ 1/3）
8：30 〜 22：00（自動音声による案内）
昼間の内科・歯科・外科、夜間の外科を案内

※休日当番医は市ホームページでお知らせしています

小児初期急病診療所（健康管理センター内）
☎ 485-3355  ※小児内科のみ

毎夜間  受付 19：00 〜 22：45
【日曜・祝日・年末年始（12/29 ～ 1/3）は、

上記のほかに、9：00 〜 16：45 も受付】　

休日夜間急病診療所（健康管理センター内）
 ☎ 239-2020

日曜・祝日・年末年始（12/29 ～ 1/3）
受付 19：00 〜 21：45　内科

休日の急病は
（受診の際は事前にご連絡を・保険証および
子ども医療費助成受給券をご持参ください）

新型コロナウイルス感染症の
疑いがある場合は下記へ

※左記では新型コロナウイルス感染症の検査は実施していません

佐倉市上下水道漏水受付センター
漏水は 24 時間受付  ☎485-8660

休日・夜間の
漏水や下水道のつまりなど

▶千葉県新型コロナウイルス感染症相談センター
☎ 0570-200-139（24 時間）

▶佐倉市健康管理センター
 （月曜日～金曜日、祝日を除く、

午前 8 時 30 分～午後５時 15 分）☎ 485-6711
問広報課  映像・メディア推進班☎484-6206

▶佐倉市の魅力や、市からのお知らせを佐倉市の魅力や、市からのお知らせを
　YouTube でお届け中！　YouTube でお届け中！

Let's 
チャンネル登録！

★おすすめ動画
「知ろう！佐倉のイノシシ対策」

（広報番組「Weekly さくら」12 月 4 日放送分）

　気候変動による影響は、農林水産業・水環境や水資源・自然生態系・
自然災害・健康・産業や経済活動・市民生活の7 分野に分類できます。
　今回は、気候変動により被害が深刻化している自然災害の実態と、
被害をより小さく抑えるための「適応」の取り組みをご紹介します。

問 気候変動対策準備室（企画政策課）☎ 484-3374

持続可能なまち 佐倉市の実現に向けて連 載

▣次回2月1日号では、「気候変動による自然生態系への影響」に関する情報をご紹介します。

▣自然災害に対して、さまざまな適応策が実施されている一
方、「完全な防御策はないことを知る」ことも適応の一つです。
　市は、気候変動対策に取り組んでいますが、一人ひとりが最
悪のシナリオを想定し、災害に備えることが重要です。

佐倉市が
取り組む

SDGs出典：イラストは、気候変動適応情報プラットフォーム。内容は、国土交通省「気候変動を踏まえた治水計画のあり方」提言をもとに市が作成。

※1：防災行政無線の放送内容をメールでお知らせしています。【登録方法】二次元コード（右記）を
読み取る、または直接アドレスを入力して、空メールを送信。▶✉sakura@emp.ikkr.jp
※2：補助制度があります。詳細は治水課☎484-4261へお問い合わせください
※3：詳細は、「こうほう佐倉」令和5年8月15日号の8ページをご覧ください

　台風や大雨による災害の頻発・激甚化は、気候変動による気
温上昇や水蒸気量の増加と密接に関わっており、将来はこれ
まで以上の強度で災害が発生すると考えられています。
　すでに佐倉市にも、地球温暖化の影響が現れ始めています。

頻発・激甚化する災害

◉停電…約2 万4000 軒（ピーク時）
◉建物被害…1404 棟（一部損壊）
◉最大瞬間風速…33.9m/s（市の観測史上最強）

▶浸水被害…
床下32 棟、床上21 棟
▶24 時間降水量…
248㎜（市の観測史上最多）

令和元年10月25日の大雨による被害令和元年10月25日の大雨による被害

実態

今
回
の
ま
と
め

11 月４日㈯

気候変動の影響に「適応」する気候変動の影響に「適応」する
　厳格な緩和策を行ったとしても、気候変動の影響による災害
発生リスクは上昇すると予測されています。そのため、災害に備
えて、気候変動への「適応」をできることから実行しましょう。

対策

自助・共助・公助による「適応」の取り組み自助・共助・公助による「適応」の取り組み

◉地域で協力して「適応」に取り組んでいる事例もあります
　市内飯田地区の「飯田環境保全会」で
は、水田に器具を取り付け、約3 万トンの
雨水を一時的に貯留できる機能を持た
せることで、大雨時に近隣河川などの急
激な増水を防ぐ「田んぼダム」の取り組
みを行っています。（※3）

個
人

・災害時の避難場所の確認
・防災グッズの準備
・佐倉市メール配信サービス（※1）
・雨水貯留浸透施設の設置（※2）

行
政

・調整池の新設などの雨水流出対策
・河川の浚

しゅんせつ

渫・河
か ど う

道の拡張
・避難所の防災備蓄などの整備
・学術機関との連携（右写真）

　国立環境研究所など
の学術機関から、治水
などの知見収集を積極
的に行っています。
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令和元年房総半島台風による被害令和元年房総半島台風による被害


